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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第45期
第３四半期
連結累計期間

第46期
第３四半期
連結累計期間

第45期

会計期間
自平成27年３月１日
至平成27年11月30日

自平成28年３月１日
至平成28年11月30日

自平成27年３月１日
至平成28年２月29日

売上高 （千円） 57,092,179 58,805,037 75,256,506

経常利益又は経常損失（△） （千円） △221,073 71,754 △306,139

親会社株主に帰属する四半期純利

益又は親会社株主に帰属する四半

期（当期）純損失（△）

（千円） △169,527 381,577 △212,249

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △116,285 161,082 73,268

純資産額 （千円） 8,466,868 8,696,787 8,656,423

総資産額 （千円） 27,559,531 28,116,619 24,992,136

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）

（円） △28.09 63.22 △35.16

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 30.7 30.9 34.6

 

回次
第45期
第３四半期
連結会計期間

第46期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成27年９月１日

至平成27年11月30日

自平成28年９月１日

至平成28年11月30日

１株当たり四半期純損失金額

（△）
（円） △21.93 △12.94

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税及び地方消費税（以下「消費税等」という。）は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期純利益又は四半期（当期）純損失（△）」を「親会社株主に帰属する四半期純利益又

は親会社株主に帰属する四半期（当期）純損失（△）」としております。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策の効果により、雇用や所得環境の改善が続く

など景気は回復基調にあります。しかしながら、為替の急激な変動、中国をはじめとする新興国経済の減速や、英

国のＥＵ離脱問題などによる世界経済の下振れなどにより、個人消費を取り巻く環境及び消費全般の基調は引き続

き楽観視できず、先行きが不透明な状況で推移いたしました。

ペット業界におきましては、個人消費に持ち直しの動きが見られたものの、依然として厳しい経営環境が続いて

おります。

このような状況の下、当社グループでは平成28年３月１日より新組織体制で、当社の創業50周年に当たる2020年

に向けて『Ｉ2☆50　お客様満足度ＮＯ．１－スピード・成長・拡大』を新ビジョンとした新中長期経営計画に基

づき行動してまいりました。また、平成27年に引き続き、平成28年６月28日から29日にかけて『ニューマーケット

創造提案会』を国分グループ本社株式会社と共同開催いたしました。

ペットフード・ペット用品の卸売事業につきましては、「日本一のペットカテゴリー企画会社になること」を目

指して、ペットの専門性を高め、商品の安定供給から売場作りの企画提案までのトータルサポートを行い、顧客満

足度を高めてまいりました。また、在庫管理及び物流面では引き続き業務の効率化を進めております。

一方、ペッツバリュー株式会社では、店舗開発事業の管理店舗数が210店舗になり、また、商品開発事業では高

付加価値商品の開発及び販売を推進いたしました。

また、株式会社ケイ・スタッフでは、得意先の売場活性化に繋がる営業企画提案を引き続き実施しており、卸売

事業の販売促進を支援することによる売上拡大を図ってまいりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の当社グループの売上高は、588億５百万円（前年同期比3.0％増）とな

りました。また、低価格志向の影響によりペットフード及びペット用品類の販売単価が下落する中、在庫管理の徹

底による適正在庫での運用、販売費及び一般管理費の削減を進めた結果、営業利益は６千万円（前年同期は営業損

失２億３千９百万円）となりました。

経常利益は７千１百万円（前年同期は経常損失２億２千１百万円）となり、また、親会社株主に帰属する四半期

純利益は特別利益に投資有価証券売却益４億７千５百万円と特別損失に熊本地震による損失５千９百万円を計上し

たことにより３億８千１百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失１億６千９百万円）となりまし

た。

なお、当社グループは、ペット関連事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しておりま

す。

 

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(3) 研究開発活動

　該当事項はありません。

 

(4) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ31億２千４百万円増加し、281億１千６百

万円となりました。これは、主に未収入金が２億３千６百万円、投資有価証券が３億５千８百万円それぞれ減少し

たものの、受取手形及び売掛金が30億１千８百万円、商品が６億８千１百万円それぞれ増加したことによるもので

あります。

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ30億８千４百万円増加し、194億１千９百

万円となりました。これは、主に固定負債の繰延税金負債が１億９百万円減少したものの、支払手形及び買掛金が

24億８百万円、短期借入金が５億円それぞれ増加したことによるものであります。
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当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ４千万円増加し、86億９千６百万円とな

りました。これは、主にその他有価証券評価差額金が２億２千万円減少したものの、利益剰余金が２億６千万円増

加したことによるものであります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,000,000

計 12,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年１月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,036,546 6,036,546
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 6,036,546 6,036,546 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年９月１日～

平成28年11月30日
－ 6,036,546 － 1,988,097 － 1,931,285

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成28年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

平成28年11月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式        600
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式  6,032,800 60,328 －

単元未満株式 普通株式      3,146 － －

発行済株式総数 6,036,546 － －

総株主の議決権 － 60,328 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が500株含まれております。また、

「議決権の数（個）」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数５個が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成28年11月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

（自己保有株式）

エコートレーディング株

式会社

 

兵庫県西宮市鳴尾浜２丁目

１番23号

600 － 600 0.01

計 － 600 － 600 0.01

　（注）　上記は、直前の基準日（平成28年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりますが、自己株式につい

ては当第３四半期会計期間末現在の所有状況を確認できており、その数は600株であり、他に単元未満の自己

株式が44株あります。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成28年９月１日から平

成28年11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年３月１日から平成28年11月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年２月29日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年11月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,335,785 3,472,761

受取手形及び売掛金 13,781,525 16,799,653

商品 3,027,444 3,708,859

貯蔵品 14,620 13,584

未収入金 2,019,460 1,782,672

その他 203,492 162,695

貸倒引当金 △209 △409

流動資産合計 22,382,118 25,939,817

固定資産   

有形固定資産 1,300,054 1,273,161

無形固定資産 96,110 72,740

投資その他の資産 ※２ 1,213,852 ※２ 830,900

固定資産合計 2,610,017 2,176,802

資産合計 24,992,136 28,116,619

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 8,966,777 11,375,592

短期借入金 4,500,000 5,000,000

未払金 2,076,059 2,143,433

未払法人税等 29,101 70,492

賞与引当金 38,377 94,499

その他 249,928 383,915

流動負債合計 15,860,243 19,067,933

固定負債   

その他 475,468 351,898

固定負債合計 475,468 351,898

負債合計 16,335,712 19,419,831

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,988,097 1,988,097

資本剰余金 1,931,285 1,931,285

利益剰余金 4,378,195 4,639,054

自己株式 △590 △590

株主資本合計 8,296,988 8,557,848

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 359,434 138,939

その他の包括利益累計額合計 359,434 138,939

純資産合計 8,656,423 8,696,787

負債純資産合計 24,992,136 28,116,619
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年３月１日
　至　平成27年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年３月１日
　至　平成28年11月30日)

売上高 57,092,179 58,805,037

売上原価 50,107,707 51,895,344

売上総利益 6,984,472 6,909,692

販売費及び一般管理費 7,223,935 6,848,717

営業利益又は営業損失（△） △239,462 60,975

営業外収益   

受取利息 3,920 2,790

受取配当金 6,809 7,188

業務受託料 14,868 14,833

その他 35,001 19,404

営業外収益合計 60,599 44,216

営業外費用   

支払利息 22,732 18,411

電子記録債権売却損 － 7,126

持分法による投資損失 7,021 －

その他 12,455 7,900

営業外費用合計 42,210 33,438

経常利益又は経常損失（△） △221,073 71,754

特別利益   

投資有価証券売却益 4,005 475,873

特別利益合計 4,005 475,873

特別損失   

災害による損失 － 59,205

その他 2,452 14,235

特別損失合計 2,452 73,441

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△219,520 474,186

法人税、住民税及び事業税 43,801 78,229

法人税等調整額 △93,794 14,378

法人税等合計 △49,993 92,608

四半期純利益又は四半期純損失（△） △169,527 381,577

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△169,527 381,577

 

EDINET提出書類

エコートレーディング株式会社(E02801)

四半期報告書

 9/14



【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年３月１日
　至　平成27年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年３月１日
　至　平成28年11月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △169,527 381,577

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 53,459 △220,494

持分法適用会社に対する持分相当額 △217 －

その他の包括利益合計 53,241 △220,494

四半期包括利益 △116,285 161,082

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △116,285 161,082
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年

９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っております。当該表示の変

更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間については、四半期連結財務諸表の組替えを行っております。

 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備

及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、この変更に伴う影響は軽微であります。

 

（追加情報）

（法人税等の税率変更による影響）

　「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法律第15号）及び「地方税法等の一部を改正する等の法律」（平

成28年法律第13号）が平成28年３月29日に国会で成立し、平成28年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人税

等の税率が変更されることになりました。

　これに伴い、平成29年３月１日以降に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異についての繰延税金資産

及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は、変更されます。

　なお、この変更に伴う影響は軽微であります。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

 １　受取手形割引高

 
前連結会計年度

（平成28年２月29日）
当第３四半期連結会計期間
（平成28年11月30日）

受取手形割引高 1,279,770千円 396,264千円

 

 ※２　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（平成28年２月29日）
当第３四半期連結会計期間
（平成28年11月30日）

投資その他の資産 2,214千円 2,214千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであ

ります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成27年３月１日
至 平成27年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成28年３月１日
至 平成28年11月30日）

減価償却費 86,646千円 60,807千円

のれんの償却額 31,369千円 －千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成27年３月１日　至平成27年11月30日）

 　　配当金支払額

 
（決議）

 
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月27日

定時株主総会
普通株式 60,359 10 平成27年２月28日 平成27年５月28日 利益剰余金

平成27年10月13日

取締役会
普通株式 60,359 10 平成27年８月31日 平成27年11月10日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成28年３月１日　至平成28年11月30日）

 　　配当金支払額

 
（決議）

 
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月25日

定時株主総会
普通株式 60,359 10 平成28年２月29日 平成28年５月26日 利益剰余金

平成28年10月７日

取締役会
普通株式 60,359 10 平成28年８月31日 平成28年11月10日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自平成27年３月１日 至平成27年11月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成

28年３月１日 至平成28年11月30日）

当社グループは、ペット関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年３月１日
至　平成27年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年３月１日
至　平成28年11月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四

半期純損失金額（△）
△28円09銭 63円22銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親

会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（千円）

△169,527 381,577

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額又は親会社株主に帰属する四半期純損

失金額（△）（千円）

△169,527 381,577

普通株式の期中平均株式数（株） 6,035,902 6,035,902

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【その他】

　　平成28年10月７日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　(イ）配当金の総額………………………………………60,359千円

　(ロ）１株当たりの金額…………………………………10円00銭

　(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成28年11月10日

　　（注）　平成28年８月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

   平成29年1月12日

エコートレーディング株式会社   

 取締役会　御中   

 

 有限責任監査法人　トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 森村　圭志　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 伊東　昌一　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエコートレー

ディング株式会社の平成28年３月１日から平成29年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成28年９

月１日から平成28年11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年３月１日から平成28年11月30日まで）に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記に

ついて四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エコートレーディング株式会社及び連結子会社の平成28年11月30日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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